
                                                   資料３ 

「環境ビジネスウィメン懇談会」2004年メンバーその後の活動    
環境ビジネスウィメン自主会合 

 2005年 10月作成 
■ ｢環境ビジネスウィメン｣自主会合の立ち上げ  

 「環境と経済の好循環」実現に向けて、小池環境大臣懇談会が 
           2004年 4月から 6月にかけて 3回開催された。 
           貴重な出会いをつなぎ、活力をいかすため、その後メンバー  

 は月 1回自主会合を開催。自主事業を企画･実施してきた。 
 
■ 自主事業の推進  環境ビジネスの広範な発展と「環境と経済の好循環」する社会 
           の実現をめざし自主事業を推進。 

＜ねらい＞ ・環境ビジネスを積極的に情報発信 
・環境ビジネスウィメンの環を広げる 
・次の時代を担う若い起業家を応援する 

 
① 2004年 11月  朝日環境フォーラム「環境と経済の好循環に向けて」(朝日新聞) 
                            
② 2005年 4月  ｢環境ビジネスウィメン」出版(日経 BP)   

 
③ 2005年 4月  出版記念パーティー           

 
  ④ 2005年 4月～9月 「メンバー・ワークショップ」（グレース） 
 
  ⑤ 2005年 9月  HP開設 
 
  ⑥ 2005年 9月  環境ビジネスウィメン賞表彰（環境ダイナマイトと連携） 
 
■ 今後の展開に向けて 
 

① 2005年 10月 24日 「環境ビジネスウィメンと大臣の懇談」オブザーバー参加。 
               
 ② 2005年 12月 16日 エコプロダクツ展にて「フォーラム」を開催。 

                
  ③ 2006年春     「環境ビジネスウィメン」出版第 2弾を検討中。 
           

④ 展望   新しいメンバーなど環境ビジネスを推進する方々と交流を広げ、 
具体的な情報発信を続けると共に、若く意欲ある環境ビジネス起業家 
を育成・支援し、環境と経済が好循環し「健やかで美しく豊かな 21 
世紀」創造に貢献したいと願っている。 



 

「環境ビジネスウィメン」自主会合メンバー 
～「環境ビジネスウィメン懇談会」2004年メンバー～ 

 
■あいうえお順 

 
 枝廣淳子  環境ジャーナリスト 
       ＮＧＯジャパンフォーサステナビリティー共同代表 
 
 キャシー松井 コールドマンサックス証券 

マネージングディレクター兼チーフストラテジスト 
  
    崎田裕子  ジャーナリスト･環境カウンセラー 
          ＮＰＯ法人持続可能な社会をつくる元気ネット 理事長 
          ＮＰＯ法人新宿環境活動ネット 代表理事 
 
    鈴木敦子  ＮＰＯ法人環境リレーションズ研究所 理事長 
          エコロジカルスタンド株式会社 取締役 
  
    薗田綾子  株式会社クレアン 代表取締役 
 

染谷ゆみ  株式会社ユーズ代表取締役 
 
谷みどり  環境省総合環境政策局環境計画課長(当時) 
 

    堤恵美子  株式会社タケエイ 取締役 
   
    善養寺幸子 オーガニックテーブル株式会社 取締役 
 

安井悦子  株式会社グレイス 代表取締役 
 


